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（承前）
　宇都宮大学教育学部音楽教育専攻学生（特に３～４年生）および同程度の４声体和声学習者を読
者に想定し、２人の書き手による異なる課題実施を比較例示することで、和声実施の可能性につい
て考える第４報。実施例示する課題は、上記想定読者の学習レヴェルに相応する難易度のものに限
定する。
　今回は、ポール・フォーシェ『40の和声課題集』（注）から、第16番（Chant donné）を採りあげた。
　（音名・調名の表記にはドイツ語を用いる。）
　このChant donnéは、G-Dur、3/4拍子、Andantino cantabile、32小節の楽曲である。
　冒頭より、第４小節で半終止するまでが、旋律主題の（主調での）提示と言える。第１小節でバ
スをｇ→ａ→ｃと進行させる新井の実施では、そのバスａの箇所（２拍目）でアルトのｇが掛留と
して利いている。一方、木下は、アルト、テノール、バスで声部の入りをずらしている。
　つづく第２小節、２拍目での旋律の揺れ。これに新井は半音階的刺繍和音を充てる。その先、
Ⅴ（7）（第１転回形）→Ⅰ→Ⅱ（第１転回形）→Ⅴと和声を進める。これに対し木下は、第２小節２
拍目にⅣ7（第３転回形）を充て、同３拍目で（低音４度にもかかわらず）Ⅴ7第２転回形を聴かせ、
その先、Ⅵ7からⅡ度調の和声へと進んでⅤに半終止するという、多少入り組んだ動きを見せてい
る。
　第５小節のアウフタクト（第４小節３拍目）から、第８小節でD-Durに終止するまでが、第２の
フレーズである。新井の実施は、Ⅰ（第１転回形）→Ⅳ→Ⅴ7（第３転回形）→Ⅰ（第１転回形）、
そして増六の和音を経て、Ⅰ第２転回形→Ⅴ7→ⅠのD-Durカデンツとなる。木下のも、その骨格は
ほぼ同じだが、第５小節をⅡ度調の属七で始めたり、第７小節テノールで模倣的な３連符を聴かせ
ている点などが異なる。
　第９小節からは、同じ旋律がB-Dur～Des-Durと反復進行する。これまた両者とも骨格に違いは
ないが、第10 ・第12小節で木下のほうが和音設定が細かく、また同所のテノールで、ソプラノを
模倣したような形の小さな掛留も聴かせている。
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　第13小節からの４小節間は、課題中もっとも変化に富んだ和声を要求される場面である。新井
は、第12小節のDes-Dur：Ⅴ7（第３転回形）から第13小節で同調主和音、つづいてb-Moll：Ⅴ7（第
１転回形）→Ⅰ、ドッペルドミナンテからf-Mollへ入り、第16小節でc-Mollドミナンテという経過
の転調を書く。木下は、第12小節３拍目でGes-Dur：Ⅴ7（第３転回形）を取り、その後、第14小節
１拍目までの間に、Ges-Dur～es-Moll～Des-DurとⅤ7（第３転回形）→Ⅰ（第１転回形）の矢継ぎ
早な和声反復進行を書く。そしてふたたびのGes-Dur：Ⅴ7（第３転回形）からf-Moll：Ⅴ7（第３転
回形）に進んでf-Mollの和声を聴かせ（第15小節２拍目には刺繍和音としてのドッペルドミナンテ
を置いている）、第16小節２拍目でc-Mollドミナンテに達する。
　第17小節からは、課題ソプラノの保続音の下、内声で冒頭主題旋律を聴かせることを期待され
る場面だが、新井・木下とも、アルトにC-Dur（第17小節）～Es-Dur（第19小節）でこれを書いて
いる。ここでの新井の和声付けは、第17～18小節、第19～20小節とも、第１～第２小節のそれと
同じである。木下の和声付けも骨格はその第１～第２小節と同じだが、第18 ・20小節の２拍目に
（第２小節とは異なり）半音階的経過和音を置いている（新井が刺繍和音として同所に置いている
ものと同じ鳴り響きである）。また、第19小節１拍目では、バスに前小節のｄを繋ぐことにより、
和音をEs-Dur：Ⅰ7（第３転回形）として変化をつけている。なお、第17 ・19小節２拍目はそれぞ
れの調のⅣ（第１転回形）のため、ソプラノの音は和音外音である保続音として響くことになる。
　C-Dur～Es-Durと反復進行してきた冒頭主題旋律が、G-Durに達して課題ソプラノに現れる第21
小節が、いわば楽曲の再現部である。新井の実施は、第21～第24小節２拍目まで、第23小節３拍
目がドッペルドミナンテに替わっている点を以外は、冒頭部分とまったく同じである。一方、木下
の実施は変化に富む。まず、第21小節１拍目にｅを根音とする属七の和音を置く。これは、第20
小節３拍目のEs-Dur：Ⅴ7（第２転回形）と第21小節２拍目のG-Dur：順固有和音のⅣ（第１転回形）
を繋ぐ半音階的経過和音である。こうしてG-Durに戻り、同３拍目と第22小節１拍目をⅤ7の内部
変換で結び、同２拍目課題ソプラノのｅを経過的倚音と捉えて（次拍のｄに解決）、Ⅰ（第１転回形）
を置く。第23小節１拍目はⅤ7（第２転回形）だが、つづく２拍目でⅡ度調のドミナンテを聴かせる。
第24小節では第３転回形で停止する。
　第25小節。アウフタクトでⅣ度調の和声を聴かせるのは両者とも同じだが、新井は、そのあと
２拍目にドッペルドミナンテを置き、Ⅴ7を経て、第26小節でⅥに終止させる。その際、ドッペル
ドミナンテ上の課題ソプラノｈは第９音ということになるが、これは第26小節冒頭の倚音ａに遠
隔解決することになる。他方、木下は、第25小節２～３拍目でⅣ度調の和声を聴かせ、同３拍目
裏拍を短い倚和音として、第26小節でドッペルドミナンテ（増六の和音）に停止させる。
　同３拍目、木下は同じ和音内部変換して打ち直し、新井は（下方変位なしの）ドッペルドミナン
テ（第２転回形）を置く。つづく第27～28小節は、両者とも主調G-Durの完全終止である。
　第29小節以降はコーダ。Ⅳ度調のⅤ7で入る点は両者とも同じ。しかし、新井は、第30小節でⅣ
度調のⅥ（つまり主調のⅡ）に和音を進行させ、ドッペルドミナンテを経て主調G-Durの完全終止
をもう一度聴かせる。木下は、この最後の４小節間バスに主音ｇを保続させ、上声でⅣ→順固有Ⅴ９
→Ⅰと和音進行させる。なお、最終小節アルトのaisは、この部分の課題旋律に見られる執拗な感
じの半音階的倚音に対するアイロニカルな模倣と言えよう。
（つづく）
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（注）Paul Fauchet, Quarante leçons d’harmonie . 1er volume: partie donnée. Paris: Editions 
Salabert, 1939.

